
toyako......toyako......

広報とうやこでは、町HPや公式LINEなどへアクセス
できるQRコードを掲載しています。

※機種によって操作方法が異なります

　　カメラアプリや
QRコード読み取り
アプリを起動する

１

　　カメラをQRコ
ードに向ける
２

　　表示されたア
ドレスを押す
３

スマホデビュー応援！
ＱＲコードの読み取り方

右の読み取り手順を参考に
読み取ってみましょう！

（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）

読み取り手順
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新しい明日へ



おめでとうおめでとう100 歳歳
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２月
2025年
（令和7年）

NO.227

とうやこ

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

今 月 の 表 紙

目 次

男 ………………………………3,650 人
女 ………………………………4,255 人
計 ………………………………7,905 人
世帯 …………………………4,741 世帯

（－ 13）
（ － 2 ）
（－ 15）
（－ 13）

＜12月31日現在＞

イベントカレンダー17

消防だより14

世界へ発信！２つのユネスコ遺産16

さわやかだより
脂質異常症を予防しよう

12

あぶた福祉会15

お知らせ
気象台だより
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

8

ワンポイント手話

３ pickup news
踏み出す 新たな一歩

6 令和６年度多面的機能支払交付金事業
の活動事例紹介

まちのわだい7

18 spotlight

東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！
日本習字とうや教室 阿部あつ子さん

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.81

13

4 国勢調査員募集のお知らせ  神ミツ子さん(清水)が1月4日に100歳の誕生日
を迎えたことを記念し、下道町長が1月24日に特
別養護老人ホーム幸楽園を訪問してお祝い金と花
束を贈呈、長寿を祝福しました。

神ミツ子さん

5 有珠山防災訓練～ 2000 年噴火からの学び～
ANA 洞爺湖マラソンボランティア募集

町の古い資料を探しています！
　洞爺湖町では、令和８年３月に迎える合併 20
周年記念事業の一環として「洞爺湖町史」を編
さんしています。
　町民共有の財産として後世に伝えていくこと
ができるような町史を編さんしたいと考えてい
ますので、ご自宅などで保管している資料など
があれば提供していただけませんか？

集めたい資料
◎昭和 50 年代以降のさまざまな資料
・当時の町の様子がわかる市街図（明治以降）
・旧虻田町、旧洞爺村の風景・生活・行事が記録
された写真や映像
・古い文書やノート、日記
・自治会の記念誌や各種団体、地域でのグループ
活動などの記録や資料
※個人情報に関わる物は除きます

資料提供の受付先
〒 049-5692　虻田郡洞爺湖町栄町 58 番地
洞爺湖町役場企画財政課洞爺湖町史編さん室まで
電　話　0142-74-3004
メール　kohotokei@town.toyako.hokkaido.jp
※洞爺湖町史編さん事業については、町のホー
ムページで進捗状況を随時公開しております

二十歳のつどいが行わ
れました。出席した 47
人が大勢の祝福を受け
て新たに社会へと羽ば
たいていきました。

－関連記事ｐ３－
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令
和
６
年
度
洞
爺
湖
町
二
十

歳
の
つ
ど
い
が
１
月
12
日
、

役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
た
73

人
の
う
ち
47
人
が
出
席
し
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
午
後
２
時
半
前
に
は
多

く
の
出
席
者
が
集
ま
り
、
再
会
を

祝
い
な
が
ら
記
念
撮
影
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
来
賓
な
ど
か
ら
「
変

化
の
激
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る

の
は
お
互
い
を
支
え
合
う
社
会
で

す
。
希
望
に
満
ち
た
社
会
の
実
現

に
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と

お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　
二
十
歳
の
誓
い
で
は
、
代
表
の

伊
藤
拓
海
さ
ん
が
「
故
郷
・
洞
爺

湖
町
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
虻
田
中
学
校

と
洞
爺
中
学
校
の
恩
師
に
よ
る
祝

い
の
言
葉
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
大
勢
の
笑
顔
と
祝
福

の
中
か
ら
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て

い
き
ま
し
た
。

踏み出す 新たな一歩
令和６年度洞爺湖町二十歳のつどい

１
３

５

６

４ ２

１．久々の再会で記念撮影
２．抽選会で運試し
３．虻田地区の新成人
４．洞爺地区の新成人
５．拍手を受けながら入場
６．二十歳の誓いを披露する伊
藤拓海さん

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第68回目は健康福祉課の大家鉄生です。
■問合せ 健康福祉課福祉支援係
 （☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「明日」

人差し指を顔を脇のあたりで立てて、前に出しながら倒します



このマチのこと
今年は５年に１度、全国で行われる国勢調査の実施年です。国勢調査は、日本に

住んでいる全ての人が対象となり、国の様々な政策立案などに活用するための
データを集める大切な統計調査。正確に進めるにはその土地に明るい住民の協力が欠
かせません。
　洞爺湖町でも国勢調査を行うにあたり、調査員を広く募集しています。長年住むこ
とで得られた土地勘や知識を生かして調査員の仕事をやってみませんか？

１．調査区
町内全域を約 100 の調査区に分割し、調
査員１人につき１～２区を担当してもらい
ます。
２．活動期間
８～10 月ごろ（実際に調査に必要な期間
は１～２週間程度です）
３．調査員報酬
１調査区あたり４～５万円（担当する調査
区数などによって異なります）

４．応募条件
①満 20 歳以上②警察、税務、選挙に直接
関係がない人③暴力団およびその関係者で
はない人
５．問合せ・申込先
企画財政課広報統計係
☎ 74 － 3004　ファックス 74 － 2121
メール　kohotokei@town.toyako.lg.jp

人から知る

▶ ▶

①担当地域の確認 ②調査区内の世帯に調査
書類を配布

③調査票の回収・
整理・提出

▶調査票の配布
調査員の主な仕事です。担当する調査区内の世帯
を回り、回答を依頼します（面会が難しい世帯に
は投函）。いつ配布するかは調査員が自由に決めら
れます。回答後の調査票は、各世帯が基本的に郵
送かインターネットで提出します。

スキマ時間を
有効活用！

4

調査員の主な仕事
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Ａ
Ｎ
Ａ
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

Ａ
Ｎ
Ａ
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

2025

■
活
動
日
時　

２
０
２
５
年
５
月
18
日

（
日
）
お
お
む
ね
８
時
〜
15
時

■
募
集
形
態　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
（
２
〜

９
名
）
ま
た
は
団
体
（
10
名
以
上
）

■
募
集
期
間　

２
０
２
５
年
３
月
10
日

（
金
）
ま
で

■
募
集
定
員　
約
50
名
※
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

■
申
込
区
分

▽
個　
人　
１
名

▽
グ
ル
ー
プ　
２
〜
９
名
で
構
成
し
、
リ

ー
ダ
ー
１
名
を
選
出

▽
団　
体

10
名
以
上
で
構
成
し
、
15
名

程
度
で
１
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
選
出

※
活
動
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
際
は
、
４

月
下
旬
ま
で
に
個
人
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
へ

実
行
委
員
会
事
務
局
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す

■
申
込
条
件

▽
活
動
日
現
在
、
高
校
生
以
上
で
長
時
間

に
わ
た
っ
て
立
っ
た
ま
ま
行
う
活
動
に
つ

い
て
、
健
康
上
の
支
障
が
な
い
人

※
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
の
場

合
、
リ
ー
ダ
ー
は
成
人
で
あ
る
こ
と

▽
活
動
日
に
指
定
す
る
場
所
に
集
合
し
、
指

定
す
る
場
所
・
時
間
で
活
動
が
で
き
る
こ
と

▽
実
行
委
員
会
が
求
め
る
期
間
に
、
リ
ー

ダ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
可
能
で
あ
る
こ
と

▽
そ
の
他
、
実
行
委
員
会
が
定
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
の
注
意
事
項
を
遵
守
し
、

活
動
が
で
き
る
こ
と

■
活
動
内
容　
給
水
所
、ス
タ
ー
ト・フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
会
場
な
ど
で
の
ラ
ン
ナ
ー
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
競
技
補
助

■
支
給
物
品

▽
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
バ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ

※
前
大
会
で
す
で
に
支
給
さ
れ
て
い
る
場

合
は
対
象
外

▽
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ト
ー
ト

バ
ッ
グ

▽
昼
食
代
１
人
８
０
０
円

▽
と
う
や
コ
イ
ン
１
０
０
コ
イ
ン
付
与

■
申
込
み・問
合
せ

洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
75

－

４
４
０
０
※
９
時
〜
17
時
／
平

日
の
み
）
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

     あ
なたの笑顔が

    ラ
ンナーの力に！

  たくさんの応募

お待ちしてます！

有
珠
山
防
災
訓
練

〜
２
０
０
０
年
噴
火
か
ら
の
学
び
〜

　
２
０
０
０
年
の
有
珠
山
噴
火
か
ら
今
年
で
25
年
と
な

り
ま
す
。

　
次
の
噴
火
に
備
え
る
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行

動
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
噴
火
災
害

の
対
応
と
教
訓
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
噴
火
を
経
験
し

た
方
々
を
は
じ
め
、
噴
火
を
知
ら
な
い
世
代
や
新
た
に

移
住
し
た
方
々
の
噴
火
災
害
の
理
解
を
深
め
、
災
害
に

強
い
地
域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
２
０
０
０
年
の
有
珠
山
噴
火
は
、
３
月
31
日
午
後
１

時
10
分
ご
ろ
に
西
山
山
麓
か
ら
噴
火
が
始
ま
り
ま
し
た

■
問
合
せ

総
務
課
自
治
防
災
室
（
☎
74

－

３
０
０
０
）

タイムスケジュールタイムスケジュール（予定）（予定）

13：10 避難指示発令

【開催日】
令和７年令和７年

３月 31日（月）３月 31日（月）
※詳細は広報３月号でお知らせします

避難行動の確認を個人で行って
いただきます（ハザードマップ
の確認、一時集合場所の確認な
ど）

14：00
～15：30

有珠山パネル
ディスカッション
パネリストには、有珠山の学識
経験者や洞爺湖有珠火山マイス
ターなどを予定しています（洞
爺湖文化センター）



広報とうやこ　2025年広報とうやこ　2025年 22月月 6

令
和
６
年
度  

多
面
的
機
能

　
　
支
払
交
付
金
事
業
の
活
動
事
例
紹
介

写真の見方
①活動組織名
②活動事例

①５活動組織共通①５活動組織共通
②活動組織共同研修②活動組織共同研修

①香川地区資源保全組合①香川地区資源保全組合
②植栽による景観形成活動②植栽による景観形成活動

①大原地区環境保全会①大原地区環境保全会
②植栽による景観形成活動②植栽による景観形成活動

①財田・川東地域資源保全組合①財田・川東地域資源保全組合
②用水路の保全活動②用水路の保全活動

①成香地域資源保全組合①成香地域資源保全組合
②有害鳥獣被害防止対策活動②有害鳥獣被害防止対策活動

①花和地区環境保全会①花和地区環境保全会
②農用地隣接地の雑木伐採②農用地隣接地の雑木伐採

　
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
は
、
安

全
で
安
心
な
食
料
生
産
を
支
え
る

生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
・
環
境
・
生
態
系
の

保
全
な
ど
多
面
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
地
域
の
大
切
な
資
源
で
す

が
、
多
く
の
集
落
で
過
疎
化
や
高

齢
化
が
進
行
し
、
資
源
を
守
る
地

域
の
ま
と
ま
り
が
弱
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
、
自
治
会
、
関
係

団
体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る
活

動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
施
設
を

長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き
め
細
や

か
な
手
入
れ
や
、
農
村
の
自
然
や

景
観
な
ど
を
守
る
地
域
共
同
活
動

の
促
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
事
業
開
始
か
ら
今
年
度
で
10
年

目
を
迎
え
、
総
勢
１
０
０
名
を
超

え
る
構
成
員
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　
各
活
動
組
織
は
自
ら
が
策
定
し

た
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
農
村
環

境
を
保
全
す
る
た
め
農
用
地
周
辺

の
草
刈
り
や
農
道
整
備
、
景
観
形

成
な
ど
の
保
全
活
動
の
ほ
か
、
活

動
組
織
共
同
研
修
な
ど
の
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、

農
地
・
農
道
等
の
地
域

資
源
の
保
全
活
動
や
機
能

向
上
の
た
め
の
共
同
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
に
関
わ

る
問
合
せ

経
済
部
農
業
振
興
課

（
☎
82

－

５
１
１
１
）



町内で行われたイベントや活動を紹介します

バドミントンで全国に挑戦！
虻小・柴口さんが全国出場

全国大会出場を報告した柴口さん（左から２人目）全国大会出場を報告した柴口さん（左から２人目）
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９
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虻
田
小
学
校
４
年
の
柴
口
涼
香

さ
ん
が
、
所
属
す
る
伊
達
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

第
43
回
北
海
道
小
学
生
大
会
の
小
学

５
年
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場

し
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
に
よ
り
、
第
33
回
全
国

小
学
生
選
手
権
の
出
場
権
を
獲
得
。

チ
ー
ム
と
し
て
は
２
０
１
８
年
以
来

の
全
国
切
符
を
得
た
こ
と
と
な
り
、

下
道
町
長
に
出
場
報
告
し
た
柴
口
さ

ん
は
「
一
つ
で
も
多
く
勝
ち
上
が
り

た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

社明運動作文コンテスト
伏見さん・橋本さん入賞

入賞した橋本さん入賞した橋本さん（（左左））と伏見さんと伏見さん

12
12

第
74
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
虻

田
小
学
校
６
年
の
伏
見
希
乃
華
さ
ん

と
、
虻
田
中
学
校
２
年
の
橋
本
羽
汰

さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
小
中
学

生
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
に
つ

い
て
作
文
で
発
表
し
て
も
ら
う
も
の

で
、
今
回
は
30
万
点
以
上
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
と
伏
見
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
表
彰
状
を
受
け
取
り
、

結
果
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

のわだい
まち

観光の玄関口を飾る
駅イルミネーション点灯式

ライトアップしたイルミネーションライトアップしたイルミネーション

12
10

Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
洞
爺
湖
町
商
工
会
（
鈴
木

雅
善
会
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
約
１
万
５
千
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

点
灯
式
に
は
商
工
会
の
鈴
木
会

長
、
下
道
町
長
、
町
内
の
小
学
生
な

ど
が
参
加
し
、
一
斉
に
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
点
灯
前
に
は
ｕ
ｅ
ｒ
ｕ
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
の
演

奏
も
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
点
灯
は
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

あやしい詐欺には気をつけて！
歳末地域安全運動

Ａマートとうや湖店で行った啓発運動Ａマートとうや湖店で行った啓発運動

12
16

洞
爺
湖
町
防
犯
協
会
（
水
戸
光

彦
会
長
）
の
歳
末
地
域
安
全

運
動
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
に
犯
罪

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
虻
田
支
部
が
Ａ
マ
ー

ト
と
う
や
湖
店
、
ウ
ロ
コ
虻
田
店
で

防
犯
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
り
な
が
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
特
殊
詐
欺
な
ど

に
警
戒
す
る
よ
う
、
啓
発
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
は
、
12
月
13
日
に
と
う

や
水
の
駅
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
洞
爺

店
で
同
様
の
活
動
を
行
い
、
地
域
の

安
全
確
保
に
尽
力
し
ま
し
た
。
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暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払

う
時
間
が
な
い
と
い
う
方
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
60
円

割
引
さ
れ
る
早
割
り
制
度
や
、
現

金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６

か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前

納
も
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　
申
込
み
の
際
は
、
年
金
事
務
所

や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納

さ
れ
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
１
年
前
納
か
ら
２
年
前
納
へ
の

変
更
な
ど
、
振
替
方
法
を
変
更
さ

れ
る
場
合
は
、
再
度
申
込
み
が
必

要
で
す

※
６
か
月
前
納・１
年
前
納・２
年

前
納
の
申
込
締
切
日
は
毎
年
２
月

末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

50

－
１
０
０
４
）
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－
３
０
０
２
）

福
祉
灯
油
の
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
老
人
世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者

世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

世
帯
に
対
し
、
生
活
の
一
助
と
し

て
冬
期
採
暖
に
必
要
な
福
祉
灯
油

の
購
入
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
条　
件

①
支
給
対
象
世
帯

・
令
和
６
年
11
月
１
日
現
在
、
洞

爺
湖
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
満
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

・
１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
Ａ
ラ
ン
ク
の
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
世
帯

・
ひ
と
り
親
世
帯
で
18
歳
未
満
の

児
童
を
扶
養
す
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
や
病
院

に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
単
身
世

帯
、
冬
期
間
町
外
に
滞
在
し
て
い

る
世
帯
は
、
支
給
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

②
収
入（
令
和
６
年
中
の
収
入
）

・
１
人
世
帯　
月
額
10
万
円
未
満

・
２
人
世
帯　
月
額
13
万
３
千
円

未
満

・
３
人
世
帯　
月
額
16
万
６
千
円

未
満

・
４
人
世
帯　
月
額
20
万
円
未
満

・
５
人
世
帯　
月
額
23
万
３
千
円

未
満

・
６
人
世
帯　
月
額
26
万
６
千
円

未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
令
和
６
年
中
の
収
入
状
況
が
分

か
る
も
の
（
世
帯
全
員
分
）

・
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
令
和
５

年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

（
窓
口
に
用
意
）
が
必
要

▼
申
請
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

ま
で

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
介
護
保

険
係
（
☎
74

－

３
０
０
１
）

洞
爺
い
こ
い
の
家
入
館
料・

入
浴
券
の
料
金
改
定

　
４
月
１
日
か
ら
、
洞
爺
い
こ
い

の
家
入
館
料
、
入
浴
券
の
料
金
が

一
部
改
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
改

定
前
に
購
入
し
た
入
浴
券
（
大
人

用
）
を
４
月
１
日
以
降
に
使
用
す

る
場
合
は
、
10
円
追
加
す
る
こ
と

に
よ
り
使
用
で
き
ま
す
。

▼
改
定
前（
大
人
用
）

・
入
館
料　
４
９
０
円

・
入
浴
券　
４
９
０
０
円
（
10
回

券
１
綴
り
）

▼
改
定
後（
大
人
用
）

・
入
館
料　
５
０
０
円

・
入
浴
券　
５
０
０
０
円
（
10
回

券
１
綴
り
）

お知らせ
information



広報とうやこ　2025年広報とうやこ　2025年 22月月9

お知らせ

「北海道水資源の保全に関する条例」に基づく事前届出について
この条例は、水資源の保全に関する施策を総合的

に推進し、本道の豊かな水資源がもたらす恩恵を現
在と将来の世代が享受できるよう、道民の総意とし
て制定したものであり、水資源保全地域に指定され
た区域内で土地取引行為を行う場合は、土地の権利
者は、契約締結の３カ月前までに知事へ届出が必要
です。

【届出先】
・各総合振興局、振興局地域創生部地域政策課
・権限移譲市町村（稚内市、北斗市、倶知安町、上
富良野町、下川町、枝幸町、厚真町、むかわ町）

【問合せ先】
北海道総合政策部計画局土地水対策課水資源保全係
（☎ 011－204－5178）

➡

➡北海道または権限移譲市町村
②水資源保全指針②水資源保全指針
などに沿って助言などに沿って助言

①売買前に届出①売買前に届出
　（３カ月）　（３カ月）

土地所有者
（売主） 買主

水資源保全地域

③助言内容を伝達

➡

※指定地域は、地域を管轄する道総合振興局・振興局、道のホームページで確認できます。
ホームぺージは下記URL、右記ＱＲコードからご覧になれます。
＜https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stt/mizusigen/mizusigen.html＞

春の訪れを感じる季節の防災事項として「なだれ」
と「融雪害」について紹介します。
　「なだれ」とは、斜面に積もった雪が重力の作用に
より下方に落ちる現象で、春先は特に「全層なだれ」
が発生しやすくなります。「クラック」や「雪しわ」
といった雪面に出来る前兆現象を発見した場合は、
決して近付かずに斜面から離れることが重要です。
　まだ積雪が残る中、気温が上昇すると、雪解け
や降雨により発生する低い土地の浸水や河川の増
水、土砂災害など「融雪害」のおそれが高まります。

2018年３月９日には、５月並みの暖気が流入して
大雨となり、各地で道路の冠水、住家の床下浸水、
河川の増水などの被害が発生しました。
　気象台では、なだれや融雪による災害が予想され
る場合は、注意報のほか府県気象情報や「気象台から
のコメント」で注意喚起を行います。お住まいの自
治体からの情報と併せて防災行動にご活用ください。

なだれや融雪害に注意なだれや融雪害に注意

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-0109）

「災害の発生が心配される場合に、確認
しておきたい情報のリンク集」室蘭地
方気象台 HP（気象庁ホーム＞地域の情
報＞胆振・日高地方）より

※
入
浴
券
は
洞
爺
湖
町
に
住
所
が

あ
る
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
町
外
に
住
ん
で
い
る
人
に
譲

渡
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
入
浴
助
成
券
を
購
入
・
使
用
す

る
際
は
必
ず
「
高
齢
者
福
祉
証
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

※
幼
児
（
町
民
）
は
無
料
で
す
。

利
用
の
際
「
無
料
利
用
証
」
の
提

示
が
必
要
で
す
の
で
、
必
要
な
人

は
役
場
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
次
の
日
程
に
お
い
て
、
献
血
車

が
巡
回
し
ま
す
。
病
気
や
け
が
で

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
尊

い
命
を
救
う
た
め
、
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日　
時　
３
月
７
日
（
金
）
①

10
時
~
12
時
②
13
時
30
分
~
16
時

▼
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
協
会
病
院

※
薬
の
服
用
や
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

さ
れ
て
い
る
方
は
、
薬
の
種
類
な

ど
に
よ
り
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

※
献
血
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
か
ら
ご

予
約
い
た
だ
く
と
、
事
前
問
診
回
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こととううやや No.47
　大きな災害では、インターネットや SNS などで様々
な情報が拡散されていますが、その中には誤った情
報やデマが含まれている可能性があります。
　特に SNS の場合、誰もが簡単に情報発信ができ
るため、正しくない情報もたくさんあります。目にし

災害時のデマ情報に注意！災害時のデマ情報に注意！
た情報をうのみにせず、正確性が判断できない場合
には安易に情報を投稿・拡散しないことが大切です。
　誤った情報をもとに行動することは、混乱や危険を
招くおそれがありますので、下記の点に注意し、デマ
情報に惑わされないようにしましょう。

１．信頼できる情報源の確認
　災害時には、自治体、警察、消防、気象庁などの発表を最優先で確認す
ること。SNS や個人の投稿は必ずしも正確でないため注意。
２．情報の拡散は慎重に
　不確実な情報は拡散しない。情報が拡散することにより、不必要な混乱
を引き起こす可能性あり。正確な情報のみ共有すること。
３．他の情報と比べてみる
　インターネット検索し、複数の情報を比べる。本や新聞など、インターネッ
ト以外で調べるのもおすすめ。
４．冷静な行動を心がける
　誤った判断が命に関わることもあるため、落ち着いて、信頼できる情報を
もとに冷静に行動すること。

募
　
集

２
０
２
５
年
度
労
働
基

準
監
督
官
募
集

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

２
月
20
日（
木
）~
３
月
24
日（
月
）

※
受
信
有
効
︻https://w

w
w.

jinji.go.jp/saiyo/siken/
sennm

onnsyoku_daisotsu/
rouki/rouki_daisotu.htm

l

︼

▼
受
験
資
格

・
平
成
７
年
４
月
２
日
~
平
成
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
①
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令
和
８
年

３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

あ
る
人
、
②
人
事
院
が
①
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

海
上
保
安
庁
職
員
募
集

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）】

▼
資　
格

・
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人

・
令
和
７
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

▼
受
付
期
間　

２
月
20
日
（
木
）

~
３
月
13
日
（
木
）

▼
試
験
日
程　
５
月
11
日
（
日
）

▼
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）、
作
文
試
験

▼
採
用
予
定　
令
和
７
年
10
月

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験
】

▼
資　
格

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人

・
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

▼
受
付
期
間　

２
月
20
日
（
木
）

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生

▼
資　
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

２
月
13
日
（
木
）

~
20
日
（
木
）

▼
試
験
期
日　
３
月
２
日
（
日
）

※
採
用
状
況
に
よ
り
、
実
施
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

答
ま
で
で
き
ま
す

◁
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ

ち
ら
か
ら

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
（
☎
76

－

４
０
０
６
）

AppStore

GooglePlay

▼
試
験
日（
第
１
次
）　
５
月
25
日

（
日
）

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
総
務

部
総
務
課
人
事
第
一
係
（
☎
０
１

１

－

７
０
９

－

２
３
１
１
）

~
３
月
24
日
（
月
）

▼
試
験
日
程　
５
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）、
課
題
論
文
試
験

▼
採
用
予
定　
令
和
８
年
４
月

■
問
合
せ　

室
蘭
海
上
保
安
部

管
理
課
（
☎
０
１
４
３

－

23

－

０
１
１
８
）
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故佐藤美鈴さん
■12月16日死去■71歳■遺族は知倫さん■虻８区

12月20日から１月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

あ
や
か
し
の
や
う
な
手
招
き
冬
木
立

　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

冬
の
月
星
の
さ
さ
や
き
聴
い
て
を
る

　
　

長
曾
我
部
弓
子

冬
障
子
日
毎
に
変
は
る
木
々
の
色

　
　
　

千
葉
征
子

参
拝
の
皆
を
見
守
る
大
冬
木

　
　
　

川
上
智
恵

冬
凪
や
活
気
み
な
ぎ
る
朝
の
市

亀
倉
千
鶴
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

寄
　
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時

①
２
月
20
日（
木
）②

３
月
６
日（
木
）13
時
30
分
~
15
時

▼
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
担　
当　

①
葛
生
翔
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
増
川
拓
弁
護
士
（
北
海
道
み
ら

い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
２
月
15
日
（
土
）

②
３
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
~

12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
:
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
３
月
13
日
（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象

15
歳
か
ら
49
歳
の

人
・
家
族

▼
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

故塚田修子さん
■12月16日死去■89歳■遺族は竜美さん■入４区

故西村明さん
■12月28日死去■83歳■遺族はヱイ子さん■入４区

故小林丞さん
■12月30日死去■90歳■遺族はフサヱさん■虻８区

故駒井やす子さん
■1月1日死去■81歳■遺族は文夫さん■入１区

故阿部洋子さん
■12月22日死去■86歳■遺族は和文さん■虻４区

故正源そ代さん
■12月25日死去■100歳■遺族は勉さん■入４区

故野邊きいさん
■1月7日死去■77歳■遺族は哲明さん■入１区

故中野鞠枝さん
■1月9日死去■88歳■遺族は孝さん■虻３区

故福士ハルノさん
■1月1日死去■91歳■遺族は齊藤浩恵さん■入１区

故京谷能裕さん
■1月5日死去■78歳■遺族はたき子さん■美沢西

故亀谷香寿美さん
■1月11日死去■64歳■遺族は強さん■入１区

故大西節子さん
■1月13日死去■91歳■遺族は健一さん■美沢東

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

現
金＞

▽
匿
名

＜

寄
付
物
品＞

▽
毛
利
タ
カ
子
さ
ん
（
温
８
区
）

▽
山
浦
和
好
さ
ん
（
泉
区
）

▽
北
野
由
美
子
さ
ん
（
温
２
区
）

▽
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

▽
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・

火
山
科
学
館

▽
桜
ヶ
丘
保
育
所
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問合せ・申込み問合せ・申込み　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

●

●

●

●

さわやかだ
より

脂質異常症を予防しよう
　健康診断の血液検査などで、コレステロールや中性
脂肪の数値が気になったことはありませんか？血液中
の LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪が多すぎる、
または HDL（善玉）コレステロールが少なすぎる状
態を脂質異常症といいます。
　コレステロールは脂質の一種で、体にとって必要で
大事なものです。しかし、血液中の脂質のバランスが
崩れた状態を放置しておくと、血管の壁にコレステ
ロールがたまり狭心症や心筋梗塞、脳梗塞などの病気
を引き起こす原因となります。

＜食事で気をつけたいポイント＞
・適正なエネルギー量の食事をとる
・脂肪の多い肉や乳製品、加工食品を控える
・魚を積極的にとる
・食物繊維の多い食品をとる
・減塩を心がける
・アルコールは適量に

◦日　時　３月 13 日（木）13 時 30 分～ 15 時
◦会　場　洞爺湖町健康福祉センターさわやか
◦定　員　20 人
◦申込み　３月５日（水）まで
◦参加費　無料
◦講　師　管理栄養士　尾﨑 節子さん

　脳卒中は、西胆振地域の死亡原因の第３位、日本人の「介護が
必要となった主な原因」では、認知症に次いで 2 位です。
　早くに症状を発見して治療を受けることが、生命を救い、重い
後遺症が残らないことにつながります。

　脳卒中初期症状をいち早く確認できる方法が「ACT FAST」です。直訳は「急いで 行動」ですが、FAST は、
脳卒中を疑う際に行うチェックの頭文字を組み合わせています。

室蘭保健所から
脳卒中？顔・腕・言葉
異常があれば、救急車
簡単チェック！　 ACT FAST（米国脳卒中協会推奨）

Ｆ ace（顔）
　口を「イ～ッ」としてもらい、片方し
か動かなければ異常です

Ａ rm（腕）
　手のひらを上にして両手を水平に上げ
てキープしてもらい、片腕だけ下がって
くるときは異常です

Ｓpeech（言葉）
　話をしてもらい、言葉が出ない、ろれ
つが回らない、言葉が理解できないとき
は異常です
Ｔ ime（急いで）
　脳梗塞の血の塊を溶かす治療（血栓溶
解療法）は、発症から 4.5 時間がリミッ
トです

　予防や改善のためには、食生活の見直しや適度な運
動を心がけることなどが大切です。

１つでもあったら
急いで行動

“ あなたの血管は大丈夫？ ”食事を見直そう
生活習慣病予防栄養講演会

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

◦内　容　①脂質異常症ってどんな病気？
　　　　　②脂質と上手につきあう食事
　　　　　③「食べて学ぼう！」～おすすめ料理
　　　　　の試食があります～

◦日　時 ３月 18 日（火）10時～ 13時
◦会　場　洞爺湖町健康福祉センターさわやか
◦定　員　20 人
◦申込み　３月 11 日（火）まで
◦参加費　300 円
◦持ち物　エプロン、髪をおおうもの（バンダナ
　　　　　など）、ふきん２～３枚

食事で健康に！
いきいき料理教室～とうや湖町食育の会主催～

◦内　容　調理実習

＜実施予定メニュー＞
・彩りちらし
・豚肉の野菜巻 リンゴソース
・くずし豆腐のかきたま汁

脂質異常症を予防しよう
　予防や改善のためには、食生活の見直しや適度な運　予防や改善のためには、食生活の見直しや適度な運　予防や改善のためには、食生活の見直しや適度な運
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今月の
１冊

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　 ［休館日］なし

から家書読 の
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絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■ 日　 時 ①２月17日(月)10時～11時30分②
２月21日（金）14時～15時30分
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
キッズタイム
■日 時 ２月22日(土)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会読み聞かせ
■日 時 ２月20日(木)14時15分～14時50分
■場　所 虻田小学校図書室
■問合せ 松本（☎ 76-2613）

お茶の工場に行こう
株式会社伊藤園

　むかしから飲まれてきた日本の
お茶は、どのようにつくられてい
るのだろう？茶畑や工場の秘密を
さぐろう！（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
白澤祐子さん

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
抹
殺
（
柴
田
哲

孝
）
▽
さ
や
か
の
寿
司
（
森
沢
明

夫
）
▽
青
姫
（
朝
井
ま
か
て
）
▽

ロ
ブ
ス
タ
ー
（
篠
田
節
子
）
▽
ツ

ミ
デ
ッ
ク
（
一
穂
ミ
チ
）
▽
地
雷

グ
リ
コ
（
青
崎
有
吾
）
▽
架
空
犯

（
東
野
圭
吾
）
▽
気
の
毒
ば
た
ら

き
き
た
き
た
捕
物
帖
（
三
）（
宮

部
み
ゆ
き
）
▽
さ
か
さ
星
（
貴
志

祐
介
）
▽
耳
に
棲
む
も
の
（
小
川

洋
子
）
▽
蘭
医
繚
乱
洪
庵
と
泰

然（
海
堂
尊
）▽
真
珠
王
の
娘（
藤

本
ひ
と
み
）
▽
罪
名
、
一
万
年
愛

す
（
吉
田
修
一
）

＜

児
童
書＞

▽
私
立
探
偵
家
学

園
５
チ
ー
ム
は
蒸
気
の
中
で（
斉

藤
倫
）
▽
星
空
と
し
ょ
か
ん
の
青

い
鳥
（
小
手
鞠
る
い
）
▽
友
だ
ち

は
給
食
室
の
ゆ
う
れ
い
（
草
野
あ

き
こ
）
▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ピ

ザ
を
や
く
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽
ね

ぞ
う
プ
ロ
レ
ス
炎
の
お
と
ま
り

バ
ト
ル
（
ひ
ら
ぎ
み
つ
え
）
▽
れ

い
ぞ
う
こ
の
か
み
さ
ま
（
う
え
だ

し
げ
こ
）
▽
た
れ
て
る
（
鈴
木
の

り
た
け
）
▽
ま
ほ
う
の
ぱ
く
ぱ
く

べ
ん
と
う
（
ま
い
の
お
や
つ
）
▽

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
チ
ク
チ
ク
（
ふ
く

ざ
わ
ゆ
み
こ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
人
魚
が
逃
げ
た

（
青
山
美
智
子
）
▽
宙
わ
た
る
教

室
（
伊
与
原
新
）
▽
近
く
も
遠
く

も
ゆ
る
り
旅
（
益
田
ミ
リ
）
▽
知

り
た
い
こ
と
図
鑑
（
み
っ
け
）
▽

ゆ
び
さ
き
に
魔
法（
三
浦
し
を
ん
）

＜

児
童
書＞
▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん

だ
ん
お
り
が
み
パ
ン
や
さ
ん（
い

し
ば
し
な
お
こ
）
▽
つ
め
た
い

こ
お
り
ど
ん
な
か
た
ち
？
（
伊

地
知
英
信
）
▽
く
ろ
ね
こ
ノ
ロ
の

た
び
（
平
松
謙
三
）
▽
も
う
じ
き

た
べ
ら
れ
る
ぼ
く
（
は
せ
が
わ
ゆ

う
じ
）▽
妖
怪
温
泉（
広
瀬
克
也
）

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
早
い

も
の
で
洞
爺
湖
町
に
転

居
し
て
き
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ

１
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
充
実
し
た
時
間
は
早
く
感

じ
る
と
言
い
ま
す
が
、
私
も
毎

日
が
感
動
と
発
見
の
連
続
で
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
前
居
住
地
と
比
べ
る

と
雪
が
少
な
く
暖
か
い
日
が
多

い
の
で
、
冬
期
の
暮
ら
し
や
す

さ
も
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
そ
ん
な
協
力
隊
１
年
目
の
後

半
は
、
夏
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

が
ひ
と
段
落
し
、
少
し
ゆ
と
り

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
秋
か
ら

町
主
催
の
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
」
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。

前
居
住
地
で
も
同
講
座
を
受
講

済
み
で
、
時
々
手
話
に
触
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
前

職
で
あ
る
消
防
団
活
動
に
お
い

て
も
、有
志
で
「
手
話
で
防
災
」

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
手
話
は
日
本
語
や
英
語
と
同

じ
よ
う
に
言
語
の
ひ
と
つ
で

す
。
日
常
的
に
触
れ
て
い
な
い

と
即
座
に
出
て
こ
な
く
な
る
た

め
、受
講
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

共
に
学
ぶ
お
仲
間
が
で
き
た
こ

と
も
嬉
し
く
、
毎
回
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
耳
が
聞
こ
え
な
い
方
、
聞
こ

え
に
く
い
方
の
た
め
の
暮
ら
し

や
観
光
の
場
面
で
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ま
た
、
次
の
有
事
に
備
え
、
災

害
発
生
時
や
避
難
所
等
で
の
共

助
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
自
己

研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

新
刊
案
内
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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

災
害
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
を

統
一
標
語

　『
守
り
た
い

　
未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
』

令
和
７
年
１
月
５
日(
日)

洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
洞
爺
湖
消
防
出
初
式
（
西

胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖
消
防

団
・
洞
爺
湖
支
署
主
催
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
屋
外
に
て
観
閲
式
を

行
っ
た
後
、
屋
内
式
典
で
は
永

年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活
動
に

功
績
を
重
ね
た
団
員
に
表
彰
状

お
よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

洞
爺
湖
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
火
気
の
使
用
に

は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、

今
年
１
年
、
安
心
・
安
全
な
洞

爺
湖
町
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
洞
爺
湖
消
防
出
初

式
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
北
海
道
知
事
表
彰

永
年
勤
労
章

班
長　
青
葉
浩
晴（
第
３
分
団
）

団
員　
近
藤
一
也（
第
３
分
団
）

勤
労
章

分
団
長　

三
谷
史
憲（
第
２
分

団
）

部
長　
劒
持
賀
子（
女
性
分
団
）

班
長　
武
井
亮
人（
第
１
分
団
）

班
長　
大
和
徹
（
第
１
分
団
）

団
員　
廣
島
光
敏（
第
３
分
団
）

10
年
勤
続
表
彰

団
員　
浅
利
弘
樹
（
第
３
分
団
）

団
員　
廣
瀨
聖
吾
（
第
１
分
団
）

団
員　
佐
藤
悟
（
第
３
分
団
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

功
績
章

部
長　
稲
實
邦
章
（
第
３
分
団
）

30
年
勤
続
章

班
長　
青
葉
浩
晴
（
第
３
分
団
）

団
員　
近
藤
一
也
（
第
３
分
団
）

20
年
勤
続
章

分
団
長　
三
谷
史
憲（
第
２
分
団
）

部
長　
劒
持
賀
子
（
女
性
分
団
）

班
長　
武
井
亮
人
（
第
１
分
団
）

班
長　
大
和
徹
（
第
１
分
団
）

団
員　
菅
原
孝
明　
（
第
１
分
団
）

団
員　
村
上
友
和　
（
第
３
分
団
）

10
年
勤
続
章

団
員　
中
野
有
（
第
１
分
団
）

団
員　
佐
藤
悟
（
第
３
分
団
）

団
員　
星
野
和
樹　
（
第
２
分
団
）

■
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

30
年
勤
続
賞

班
長　
青
葉
浩
晴　
（
第
３
分
団
）

団
員　
近
藤
一
也　
（
第
３
分
団
）

20
年
勤
続
賞

分
団
長　
三
谷
史
憲（
第
２
分
団
）

部
長　
劒
持
賀
子
（
女
性
分
団
）

班
長　
武
井
亮
人
（
第
１
分
団
）

班
長　
大
和
徹
（
第
１
分
団
）

団
員　
村
上
友
和　
（
第
３
分
団
）

■
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

20
年
勤
続
感
謝
状

分
団
長　
三
谷
史
憲（
第
２
分
団
）

部
長　
劒
持
賀
子
（
女
性
分
団
）

班
長　
武
井
亮
人
（
第
１
分
団
）

班
長　
大
和
徹　
（
第
１
分
団
）

団
員　
菅
原
孝
明　
（
第
１
分
団
）

団
員　
村
上
友
和　
（
第
３
分
団
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
固
定
回
線
網
が
Ｉ
Ｐ

化
へ
移
行
し
た
た
め
、
災
害
発
生

時
に
ど
こ
で
災
害
が
発
生
し
て
い

る
か
を
自
動
音
声
で
案
内
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
回
線
数
（
０
１
４
２

―
23
―
７
１
７
１
）
が
減
少
し
て

し
ま
い
、
災
害
発
生
時
に
上
記
電

話
番
号
へ
電
話
を
掛
け
て
も
繋
が

り
に
く
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は
火

災
や
救
助
、
自
然
災
害
等
の
情
報

（
消
防
出
動
情
報
）
を
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
て
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
へ
の
登
録
を
推
奨
し

て
お
り
ま
す
（
事
前
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
「
西
胆
振
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http://nfd119.sakura.
ne.jp/

、
ま
た
は
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド)

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
災
害
発
生
中
は
１
１
９
番

や
消
防
本
部
、
各
署
所
代
表
電
話

に
問
い
合
わ
せ
を
行

う
こ
と
は
控
え
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

洞爺湖消防出初式で行われた表彰式洞爺湖消防出初式で行われた表彰式

あらためて防火を誓った閲覧式あらためて防火を誓った閲覧式

消
防
だ
よ
り
119119
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清
水
友
愛
の
里
で
12
月
13
日

に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
し
た

行
事
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
食
事
や

余
興
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
準
備
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら

の
会
場
準
備
や
食
堂
の
装
飾
品
作

り
な
ど
は
利
用
者
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
、
少
し
で
も
ク
リ
ス
マ
ス

ら
し
い
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
に
会

場
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

開
会
式
は
毎
年
恒
例
の
利
用
者

に
よ
る
司
会
、
上
埜
施
設
長
の
あ

い
さ
つ
、
乾
杯
を
済
ま
せ
る
と
、

み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

食
事
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

食
事
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
か
ら
あ

げ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
、
グ
ラ
タ
ン
、
エ
ビ
チ

リ
、ナ
ポ
リ
タ
ン
、厚
焼
き
玉
子
、

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
な
ど
ク
リ
ス
マ

ス
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま

し
た
。
食
事
の
終
わ
り
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
提
供
し
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
料
理
が
並
び
、

と
て
も
好
評
で
最
後
ま
で
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
事
が
一
段
落
し
た
後
に
は
、

い
よ
い
よ
余
興
の
時
間
で
す
。
余

興
で
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
巨
大
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
は
初
め
て
の

試
み
で
職
員
も
ド
キ
ド
キ
し
て
見

て
い
ま
し
た
が
「
ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
」、「
き
よ
し
こ
の
夜
」
の
２
曲

を
演
奏
し
、
練
習
時
間
が
少
な
い

中
で
も
２
曲
と
も
う
ま
く
演
奏
で

き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
利
用
者

か
ら
は
「
緊
張
し
た
け
ど
う
ま
く

で
き
た
」
や
「
来
年
も
や
り
た

い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
職
員

も
ホ
ッ
と
一
安
心
し
ま
し
た
。

巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

は
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
飾
り
付

け
を
し
た
９
つ
の
絵
を
合
わ
せ
る

と
巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が

完
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

最
後
に
上
埜
施
設
長
に
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
象
徴
で
も
あ
る
星
を

付
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
華
や
か

な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
閉
会
式
で
す
。
最
後

は
利
用
者
代
表
の
あ
い
さ
つ
、
万

歳
三
唱
を
行
い
、
良
い
雰
囲
気
で

今
年
最
後
の
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

行
事
後
に
は
、
利
用
者
が
一
番

楽
し
み
に
し
て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

配
り
を
行
い
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
ト
ナ
カ
イ
に
扮
し
た
職
員
が
男

子
棟
、
女
子
棟
へ
と
行
き
、
一
人

笑
顔
の
ク
リ
ス
マ
ス
会利用者の笑顔があふれたクリスマス会利用者の笑顔があふれたクリスマス会

新しく設置したビニールハウス新しく設置したビニールハウス

こ
の
た
び
公
益
財
団
法
人
中
央

競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
か
ら
、

令
和
６
年
度
助
成
金
の
交
付
を
受

け
、
左
記
の
事
業
を
完
了
致
し
ま

し
た
。

こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
公
益
財

団
法
人
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
並
び
に
一
般
社
団
法
人
函
館

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財

団
な
ら
び
に
函
館
馬
主
協
会

助
成
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ

一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ち
ょ
う
だ
い
」、

「
は
や
く
こ
っ
ち
き
て
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
欲
し

か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
そ
の
場
で

開
け
、
嬉
し
そ
う
に
職
員
に
伝
え

に
来
る
様
子
は
、
い
つ
見
て
も
良

い
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
は
み
な
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
行
事
で
、
友
愛
の
里

の
中
で
も
大
き
な
行
事
の
一
つ
で

す
。
今
後
も
、
年
齢
や
体
調
面
に

配
慮
し
た
中
で
、
み
な
さ
ん
が
笑

顔
で
楽
し
め
る
よ
う
な
行
事
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

馬
主
協
会
を
は
じ
め
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
謹

ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
法
人
あ
ぶ
た
福
祉
会

理
事
長　
夏
目
與
市
）

▼
事
業
名　
椎
茸
栽
培
用
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
設
置
工
事

▼
事
業
内
容　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

（
７
.
２
m
×
15
m
）
ｌ
棟

▼
事
業
費
総
額　
２
０
９
万
円

▼
助
成
金
額　
１
３
１
万
円

▼
施
設
名
称

障
害
者
支
援
施
設

清
水
友
愛
の
里

▼
施
設
所
在
地　
洞
爺
湖
町
清
水

１
４
２
番
地
の
３

▼
完
了
年
月
日　
令
和
６
年
10
月

31
日

81
第

回
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　　ジオパークおすすめ図書のご紹介
現在はインターネットが普及し、スマホやタブレットなどで新しい情報を手軽に得られるようになりました。

一方で、デジタル化されていない（インターネット上で見られない）過去の出来事やその記録は、本とい
う形で手にすることができます。
　今回は、洞爺湖有珠山ジオパークに関係する図書のいくつかをご紹介します。ジオパーク推進協議会事務局が
ある、洞爺湖町「みずうみ読書の家」では貸出も行っていますので、ぜひご利用ください。

『昭和新山生成 50 周年記念写真集　麦圃生山』
1994 年　昭和新山生成 50 周年記念事業実行委員会

1944 ～ 45 年 の 火
山活動で誕生した昭
和新山。その過程を
記録した三松正夫氏
のスケッチや豊富な
写 真、 当 時 を 知 る
人々の文章等を掲載
しています。

『石の雨が降った日　有珠山噴火と闘った子供の記録』
1979 年　虻田町教育研究会　北海道新聞社

1977 年 の 有 珠 山 噴 火、
翌年の泥流災害を経験し
た、小学生１年生から中
学３年生までの 95 名の作
文と、学校の先生による
解説。子どもたちが見た、
噴火の瞬間や家族の様子、
避難先の生活がとてもリ
アルに書かれています。

『有珠山　火の山とともに』
2008 年　岡田弘著　北海道新聞社

1977 年、2000 年の有珠山噴火
と向き合った火山学者・岡田弘
先生の著書。火山学者になるま
での道のり、有珠山噴火対応の
現場で起きていたことを、詳細
な記録をもとに振り返ります。

『現場で熱を感じ探る　火山の仕組み』
2023 年　宇井忠英著　ベレ出版

日本、そして世界各地の火
山の現場で調査を続けてき
た宇井忠英先生の最新著書。
火山噴火の現象ごとに、仕
組みを解説しています。火
山の基礎知識と全体像の両
方が学べる本です。

「麦畑山ヲ生ズ」

最新の研究から火山を学ぶ

有珠山と対峙した
学者の半生

子どもが見た噴火の現実

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）
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２月 14 日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

16 日 ( 日 )
とうやこケアネットワーク講演会
時  13:00 ～ 15:15
所 洞爺湖万世閣 3 階原生林の間（☎ 76-4006 ＜健康福祉課＞）

18 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

19 日 ( 水 )
乳児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

20 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

21 日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）

22 日 ( 土 ) 冬の金比羅火口 スノーシュー散策

25 日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

27 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

28 日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

3 月 4 日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

6 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
幼児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
無料法律相談会

7 日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
献血
所  虻田地区

10 日 ( 月 )
フッ素塗布
時  13:00 ～ 15:00
所  健康福祉センター（☎ 76-4006）

11 日 ( 火 )
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

12 日 ( 水 )
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

13 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

14 日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

18 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

21 日 ( 金 )
洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎ 82-5111）

27 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 9詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベントピックアップイベント

冬の金比羅火口 スノーシュー散策
　冬季は歩くことのできない金比羅火口災害遺構散策路
をスノーシューで散策します。夏季とは違った雪景色の
金比羅火口、さまざまな生き物の足跡などを見ることが
できます。
■日　時　２月22日（土）９時30分～12時予定
■場　所　洞爺湖ビジターセンター集合・解散
■対　象　小学校高学年以上
■定　員　10名（申込み順）
■参加料　300円
■持ち物　防寒着（手袋や帽子）、スノーブーツ、飲み物、
おやつなど
※道具レンタル（スノーシュー、ストック）はありますが
数に限りがありますので、お持ちの方はご持参ください
※スノーブーツはスノーボード用ブーツでも可能です
■申込期限　２月21日（金）17時まで
■申込み・問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館
（☎75－2555　担当：久保田）

ｐ10詳

ｐ 10詳

ｐ 11詳

ｐ 11詳
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東奔西走

二十歳のつどいの写真を撮りながら、思い出したのは自
分が参加した成人式。久々に会った友人たちのおか

げで一日中笑っていた気がします。皆さんも出会いを大切
に、これからも素敵な思い出をつくってください。（Ｄ.Ｙ）

例年と比べると今年は雪が少なく感じます。道路が見
えていて車の運転がしやすいなと思ったりしますが、

時々昼・夜の寒暖差で氷が張っていることもあります。路
面状況を考えた運転で、事故には気をつけましょう。（Y.Ａ）

スポットライト

Spotlight

profi le
旧虻田町出身。 入江４区
在住。趣味は生け花、読書。

日本習字とうや教室

生
徒
と
共
に
目
指
す

正
し
く
美
し
い
字

阿部 あつ子さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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筆
、
す
ず
り
、
半
紙
が
置
か

れ
た
机
が
並
ぶ
小
学
校
の

教
室
。
慎
重
な
手
つ
き
で
筆
を
運

ぶ
児
童
の
そ
ば
に
い
た
の
は
、
町

内
で
習
字
教
室
を
開
き
、
町
の
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
す

る
阿
部
あ
つ
子
さ
ん
で
す
。

　

書
道
の
趣
味
が
高
じ
て
日
本

習
字
の
教
授
免
許
を
取
得
し
、

２
０
２
２
年
９
月
に
教
室
を
開

設
。
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人
た

ち
が
通
い
ま
す
。
美
し
く
正
し
く

書
く
に
は
、
は
ね
、
は
ら
い
、
と

め
な
ど
に
細
か
い
筆
運
び
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
あ
い
さ
つ
や
正
し

い
姿
勢
ま
で
気
を
配
り
、
集
中
し

て
字
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。

　
字
の
練
習
以
外
に
も
年
１
回
は

手
書
き
文
字
を
生
か
し
た
手
紙
を

大
切
な
人
に
送
っ
た
り
、
年
２
回

の
作
品
作
り
（
カ
レ
ン
ダ
ー
や
う

ち
わ
な
ど
）
を
行
う
な
ど
多
様
な

「
書
」
の
魅
力
を
広
め
て
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
心

が
け
て
い
る
の
は
、
て
い
ね
い
な

指
導
。「
書
け
な
い
」「
も
う
無
理
」

と
言
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
始
め

に「
こ
の
部
分
は
す
ご
く
良
い
ね
」

な
ど
と
頑
張
り
を
認
め
て
褒
め
、

「
こ
う
書
け
ば
良
く
な
る
よ
」
と

一
緒
に
筆
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
教
え
を
受
け
て
「
で
き
た
」
と

達
成
感
を
浮
か
べ
、
書
き
続
け
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
「
何
事
も
投

げ
出
さ
ず
、
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
で
必
ず
上
達
し
、
良
い
成
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
体
験
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
願
う
阿
部
さ
ん
。
そ

の
経
験
が
成
長
し
て
い
く
中
で
宝

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
や
教
室
で
の
指
導
の
傍

ら
、
見
つ
め
て
い
る
の
は
子
ど
も

本
人
も
表
現
で
き
ず
に
眠
っ
た
ま

ま
の
「
や
り
た
い
気
持
ち
」。
一

見
、
や
り
た
く
な
さ
そ
う
に
見
え

て
も
「
自
分
の
気
持
ち
を
ま
だ
理

解
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
う

見
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
子
ど
も

の
心
を
思
い
や
り
ま
す
。

　
「
楽
し
み
な
が
ら
書
く
こ
と
の

輪
が
広
が
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話

す
阿
部
さ
ん
。
美
し
い
字
、
正
し

い
字
の
表
現
を
目
指
し
て
、
生
徒

と
共
に
筆
を
取
り
な
が
ら
そ
の
可

能
性
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。


